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１ はじめに 

 今日、インターネットの利用が急速に広まり、社会全体の情報化や電子化が進むにつれ、電子ネッ

トワーク世界と日常世界の関連が濃密となり、これによって、日常世界の様々な事象や問題が電子ネ

ットワークの世界に入り込むようになってきた。そのため、その匿名の得やすさを起因とする無責任

な発言、誹謗、中傷、個人のプライバシーの侵害、他人へのなりすまし行為等、様々な問題が起こっ

ており(越智 2004)、警察庁の「サイバー犯罪の検挙状況(2007)」でも、情報通信ネットワークを利用

した場合における、利用者のモラルに起因するトラブルの発生が、ここ２～３年、加速度的に増えて

いる傾向にあることが報告されている。 

 文部科学省は、「情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度」を「情報モラル」で

あるとしている(2004)。これは、情報化社会で生活していくには、情報化社会で適正な行動をするも

とになる考え方と態度を学び、それを行動化していくことを表している。なかでも、情報通信ネット

ワークを介したコミュニケーションでは、しばしば通信先の相手（人間）の存在を忘れて、自分の目

の前にある情報端末という機械に対して応答しているという錯覚に陥ることが往々にしてある。通信

相手が人間であるか機械であるかを手段や場面に応じて区別するとともに、情報の収集や発信といっ

たコミュニケーション活動が基本的には“人と人とのコミュニケーション”であることを常に意識し、

日常のモラルを適用していかなければならない。そのうえで、情報の送り手と受け手との間で、文化

的あるいは社会的な環境や考え方にそれぞれ違いがあることや、利用する情報機器など技術的な環境

にも違いがあることに配慮し、加えて互いの人権に配慮する必要があるのである。これらのコンピュ

ータや情報通信ネットワークなどの情報技術の特性、および、それらの利用による文化的あるいは社

会的なコミュニケーションの範囲や深さなどが様々に変化する特性をふまえた日常生活上のモラルを

身に付け、適正な活動を行うための考え方と態度の育成を「情報モラル」として求められているので

ある。これについて越智ら(2000)は、「情報社会におけるモラルといえども日常のモラルに支えられ

ている」と述べており、ネットワークを活用する人間も、あくまでも普段は日常生活のなかで生きて

いるということを考えた場合、日常生活で高いモラルを持っている人は、ネットワーク上においても

高いモラルを持って活用することは容易であろうと考えられる。つまり、情報ネットワーク上のモラ

ルは日常のモラルに基づきかつ支えられてこそ実になるのであり、「情報モラル」の育成もあくまで

も日常のモラルの育成の延長上にあらねばならないのである。 

 

２ 研究の目的 

 文部科学省は「児童生徒の問題行動対策重点プログラム(最終まとめ)」(2004)の中で、「情報モラ

ル」の育成について、安全教育の側面とモラル教育の側面と両面の充実を挙げている。学校現場にお

いて、この２つの側面のうち、安全教育の側面は知識・理解の占める割合が高いため比較的授業とし

て計画実施しやすく、効果もある程度望める。また、公共団体による、授業ですぐに使えるウェブペ

ージ教材の提供も少なくなく広く活用されている。 

 これらのウェブ教材のなかにはモラル教育の側面の教材もいくつかあるが、一人ひとりが１台の情

報端末に向かい、実際にありそうな事例を疑似体験しながら個別に知識・理解の習得を目的として制

作されているものがほとんどであるため、テレビゲーム感覚に陥りやすく、個人と個人、あるいは集
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団での交流場面が持ちにくい。そのため、筆者が実際に現場で活用した経験からも、モラル学習の基

となる“倫理観”の育成に必要な“心の動き”が生み出しにくく、モラル教育の側面としての効果は

弱いと言わざるを得ない。果たして、多くの学校現場で行われているモラル教育の側面は、実際の道

徳教育の現場でも多く見られるように、徳目や社会的規範の教え込みの域を出ていない場合が多いの

が現状である。 

 そのようななか、近年、教科道徳をはじめとするモラル教育の場面で注目されている教育相談の手

法を活かした体験的な学習がある。この教育相談の手法を活かした体験的な活動には、心の問題にか

かわる要素が多く含まれており、生徒が自分自身で自分なりの道徳的価値を創造、発見するような、

あるいは実感するような授業に活用できるものが多い。これらの手法には「構成的グループエンカウ

ンター」「プロジェクトアドベンチャー」「グループワークトレーニング」「ソーシャルスキルトレ

ーニング」などがあり、共通する特徴として、体験的な活動が中心になっており、そこで受けた実感

や気付きを重視していることと、その体験的な活動で受けた感じや気付きを振り返ったり分かち合っ

たりする活動がセットになっていることが挙げられる。この一連の活動において、互いの本音を語り

合い、認め合うことが自分の得た認知を拡大・修正することにつながっている。 

 しかし、効果がある程度期待できるこれらの教育相談の手法を活かした体験的なモラル学習が、実

際の学校現場において、旺盛に浸透しているとは言い難い実感がある。それは、これらの手法を用い

た場合、指導に長けた教師が授業するのと、あまり経験のない教師が授業するのとでは、その教育効

果に大きな差ができてしまうという指導者に起因する問題であると考えられる。これは、2007 年に筆

者が現場の教員に聞き取り調査したなかにも「うまく授業できたら良い効果を生むだろうが、うまく

できるかどうか不安」という教師の声にも表れており、指導者が感じている導入への不安感といえる。

実際、様々な研究で体験をもとにした学習が取り入れられているが、筆者の調べる限り、指導者の力

量を高めることが前提となっている。 

 そこで本研究の目的は、教師の指導力の差で学習効果に差が生じる不安感を比較的抱きにくい手法

であろうと考えられる、行動理論をベースとしたトレーニング（訓練）的活動が中心の、ソーシャル

スキルトレーニングに注目し、中学生を対象とした「情報モラル」育成の学習活動に取り入れ、教師

が状況に応じて応用しながら使える教材を開発し、それを用いた家庭への働きかけを含め、インター

ネット活用モラル向上に向けての学習プログラムとして具現化することとした。 

 

３ 研究内容 

 (1) 研究の方法 

  本研究は、「情報モラル」のモラル教育の面を育成する学習教材を開発し、中学生の家庭のかか

わりを含めた学習モデルをもとにした学習プログラムを提案する。そのうち、学習教材の開発は中

学生を対象とし、教育活動全般で応用できるようモジュール化する。そして、具体的な活用を想定

し、情報社会で一般的に起こりうる事例を題材に用いた指導案とワークシートに、評価規準を添付

した形で作成する。開発した教材を用いて「情報モラル」育成のための授業を中学校で実践し、教

材の有効性を多角的に検討する。そしてこの結果をふまえ、保護者の中学生への関わりを支援する

とともに開発した学習教材を用いた学習プログラムを提案するものとする。 

 (2) 学習モデルの構築 

  和田（2005）は、小学生を対象に“親子の関わり”で「情報モラル」を育成するための学習モデ

ルを考案した。そこでは、“親の価値観の子への伝承”を中心にして「情報モラル」学習をするモ

デルとして考えられており、学校は親子の学びを直接的にサポートするという立場をとっている。

しかし、本研究の対象である中学生は、第二次性徴を迎えるとともに、身体的に大きく成長する時

期であり、大人への過渡期にさしかかる時期といえる。自らを取り巻く人間関係が急速に拡大する

とともに、両親からの心理的な自立や、友人との相互作用を求めるようになり、親子および友人関

 ２



 

係も徐々に向社会的なものに質的に変化していく時期なのである。小学生対象である和田(2005)の

学習モデルをそのまま当てはめることはできない。 

  そこで、「心理学者ホフマンは、共感性を含む道徳的認知や感情、動機づけの内在化の中心的な

先行経験は社会化、特に“大人の介入という形式での社会化（しつけ）”であるとした」(田中ら 2006)

こともふまえ、中学生の心と体の成熟を考慮した学習モデルを考案した（図１）。 
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図１ 中学校における「情報モラル」学習モデル図 
 

 (3) 学習教材の開発 

  インターネット利用における、中学生の「情報モラル」に関連するトラブル行動の要因には様々

なものが挙げられるが、その一因として、罪悪感や共感性を含めた役割取得能力が適切に働いてい

ないことが考えられる。石川・内山(2002)は「タングニーは罪悪感を、反社会的行動や不道徳な行

為から引き起こされる後悔や自責の念であり、適切に機能した場合、ひとにその悪事を償うような

謝罪の気持ちや行為を動機付けるのであるとしている。このことから、罪悪感は子どもの社会化に

必要な要因として考えられる」と述べ、さらに、罪悪感と共感性および役割取得能力との関係を明

らかにする過程で、「規則を逸脱した行為による罪悪感には、自分の視点からではなく、他者ある

いは社会の視点から内省するという、社会的視点取得能力の側面が密接に関係している」と述べて

いる。これらのことから、青年期の入り口にあたる中学生に、社会的な役割取得能力を身に付ける

働きかけをすることが、「情報モラル」のモラル面を向上させることにつながると考えた。 

  そこで前述した、トレーニングという形態をとり、組み込むべき活動を手順良く実施すれば、比

較的指導者による教育効果の差が出にくい教育相談の手法を用いた体験的な学習であるソーシャル

スキルトレーニングの手法を用い、中学生の社会的な役割取得能力を育成するための学習教材を開

発することとした。また、開発する学習教材は、ねらいや手法といった骨子を「モジュール」化し

て提供することとし、さらに、その活用例として、具体的な教材の形にしたもの（学習指導案とワ

ークシート）を添付することにした。これは、教師が授業をする際、添付の活用例を参考にして、

自らの授業にモジュールとして組み込むことにより、様々な教科や題材に対応できるようにするた

めである。また、改良や工夫の余地を持たすことは自由度が増し、授業にも組み込みやすくなると
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考えたからである。 

 (4) 評価規準の作成 

  セルマンは「役割取得能力」が認知的な発達をふまえて高まるとして、次の５段階の発達段階を

提示している(表１)。 

表１ セルマンの役割取得能力の発達段階（渡辺 2001） 

レベル０：自己中心的役割取得（３～５才） 

自分と他者の視点を区別することが難しい 

同時に、他者の身体特性を心理面と区別するのが難しい 

レベル１：主観的役割取得（６～７才） 

自分と他者の視点を区別して理解するが、同時に関連づけることが難しい。ま

た、他者の意図と行動を区別して考えられるようになり、行動が故意であった

かどうかを考慮するようになる。ただし、「笑っていれば嬉しい」といった表

面的な行動から感情を推測しがちである 

レベル２：二人称相応的役割取得（８～１１才） 

他者の視点から自分の思考や行動について内省できる。また、他者もそうする

ことができることを理解する。外からみえる自分と自分だけが知る現実の自分

という２つが存在することを理解するようになる。したがって、人と人とがか

かわるときに他者の内省を正しく理解することの限界を認識できるようになる 

レベル３：三人称的役割取得（１２～１４才） 

自分と他者の視点以外、第三者の視点をとることができるようになる。したが

って、自分と他者の視点や相互作用を第三者の立場から互いに調整し考慮でき

るようになる 

レベル４：一般化された他者としての役割取得（１５～１８才） 

多様な視点が存在する状況で自分自身の視点を理解する。人の心の無意識の世

界を理解し、主観的な視点をとらえるようになり、「言わなくても明らかな」

といった深いところで共有される意味を認識する 

 このセルマンの発達段階では、中学生は「レベル３」の「三人称的役割取得」に相当する。そこで、

次の５つの観点を設定し、「記述面」（表２）と「行動面」（表３）に分けて生徒の社会的な役割取

得能力の評価規準を作成した。 
 
  ○他者理解（共感性を含む） 

   …自分を他者の立場に置き、他者の考えを想像したり、他者の感情を得たり、自分と他者との同

じ点や相違点を認識することによって他者理解を深める 

  ○自己理解（他者からのフィードバックによるものを含む） 

   …他者の視点から自分を見つめる、あるいは他者からのフィードバックにより自己認識を深める 

  ○自己の役割や立場の理解 

   …他者と自分の関係を考えることにより、自分の置かれている立場を理解する 

  ○責任の自覚 

   …自分の行動がもたらす社会的な影響を認識する 

  ○多角的なものの見方 

   …様々に立場を変えて物事を見ることにより、多角的なものの見方ができる 
 
 また、評価段階は学校現場で馴染みやすい３段階とし、「レベル３」に達しているとみられる生徒

を「平均的（Ｂ）」とした。 
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表２ 記述面の評価規準表（一部を抜粋） 

観　　点

・理由を含めて他者の考えを理解するような記述
・他者の気持ちを代弁するような記述
・自分と他者の同じ点や相違点を明確に示している記述

評　　　　　価

・「たぶん○○○だと思う」といった単純な推測
・見たまま聞いたままの他者に対するの記述
・自分の考えが中心の記述

・自分を内側からしか見ていない記述
・他人から見た自分を拒絶するような記述

・自分を他者の視点でとらえた記述
・他のメンバーの自分に対する発言から自分をとらえた記述

優れている
（Ａ）

平均的
（Ｂ）

優れている

平均的

他者理解
…共感性を含む

自己理解
…他者からの

フィードバックに
よるメタ的な認知

を含む

 

表３ 行動面の見取りによる評価規準表 

 (

 

 

具体的な評価規準を「予想される生徒の反応」として

 (6) 

 

 

モジュールの分類を観点別から、「情報モラル」を活

行　動
（表情や態度）

平均的

・発言者の方を
・他人の意見を
・自分を含めた
　調整するよう

（発表者や

優れている
・盛んに意見交
・発言者の方を
・まとめた意見

あまり向かない
中心にまとめようとする
メンバーの意見どうしを比べて
な働きかけをしていない

・発言者の方をあまり向かない
・他のメンバーの意見と自分の意見を較べた
　発言をしていない

直接参加
グループリーダー）

周辺参加
（直接参加者以外）

換をしている
向いて頷く
を自分のものとして発表している

・盛んに意見交換をしている
・発言者の方を向いて頷く

 

 

 

 

 

 

 

5) 予備授業 

 教材を用いた授業を実践するにあたっては、まず生徒の情報端末の利用実態調査を行い、次に試

作教材をチェックする目的で、予備授業を行った。また並行して、実態調査の集計結果を PTA 新聞

で家庭にフィードバックし、家庭の反応を調査したうえで学校からの支援方法の検討も行った｡ 

 授業後にチームティーチングを担当した技術科教諭への聞き取りを行った。そのなかで、ワーク

シートの妥当性は確かめられたが、評価規準は抽象表現の多い観点別の一覧表よりワークシートに

沿った具体的な評価規準が望ましいことが提案された。そこで、指摘された評価規準の具体性を、

それまでの評価規準表にワークシートごとの

加える形で行い、授業実践に臨んだ。 

授業実践による学習教材の評価と考察 

 授業実践にあたって、学級担任が Q-U をもとに「要支援」またはそれに近く、実態調査による情

報端末の利用および依存度の高い生徒を抽出し、授業後、その生徒たちのワークシートの記述の評

価と行動の見取りを教科担当と筆者とで比較することで、評価規準の妥当性を検討した。また、モ

ジュール教材の実用性を検討するために、教科担当と学級担任に聞き取り調査を行った。 

 結果、教科担当と筆者の評価に差が見られなかった（記述面 8/9、行動面 1/1）ことで、「他者理

解」と「自己の責任の自覚」の２つの観点の評価規準の信憑性が高いことが示唆された。また、ワ

ークシート自体の実用性は、聞き取り調査により、題材の設定が生徒の現実に即していて授業教材

として有効であったということが認められたが、モジュール教材としては応用のイメージがしづら

いという指摘があったため、協議した結果、

用すべき場面別に分類し直すこととした。 
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①他者の立場で考えて行動する場面

　　おもに含まれる観点： 他者理解，自己理解

②他者と自分の関係を考えて行動する場面

　　おもに含まれる観点： 他者理解，自己理解，自己の役割や立場の理解

③役割を考えて行動する場面

　　おもに含まれる観点： 自己の役割や立場の理解，他者理解，自己理解

④責任を自覚して行動する場面

　　おもに含まれる観点： 責任の自覚，他者理解，自己理解

⑤ものごとを多角的にとらえて行動する場面

　　おもに含まれる観点： 多角的なものの見方，他者理解，自己理解

４

もとに、「情報モラル」を活用 ルを再分類した（資料参照）。 

表４ 「情報モラル」を活用すべき場面 

 

といえる。 

 まとめ 

 今回開発した学習教材は、生徒に何を目的としている学習なのかがよく伝わるものであると教科担

当に評価をもらった。このことから、ワークシートは、授業教材として有効であるという実用性が確

認された。今後さらにモジュールの各場面の活用例のバリエーションを増やしていき、より内容の充

実した学習教材にしていきたい。また、今回モジュールをインターネット活用を中心とする「情報モ

ラル」育成のために設定した、社会的な役割取得能力の育成における５つの観点に分類・構成し作成

していたが、「観点別では応用しづらい」と、「応用面で難がある」という指摘があった。今回の授

業者および学級担任と協議した結果、「場面を設定するほうが授業する立場としてはイメージしやす

い」ということになり、モジュールの分類を観点別からインターネット活用を中心とした“「情報モ

ラル」を活用すべき場面”で分類、レイアウトすることが提案された。そこで、既出の５つの観点を

すべき場面を設定し、それを基にモジュー

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、評価規準の５つの観点のうち、今回実施したモジュール内容の制約により、２つの検討を行

ったが、それら観点については、授業者と筆者の二者間でほぼ評価に相違がなかったため、評価規準

の信頼性が示唆された

  今後の課題として、残り３つの評価観点の信頼性についての検討がある。モジュール教材を用いた

授業を重ねていきたい。また、本研究では学習プログラム開発のうち、学習教材を中心に開発を進め

たが、これは、学校現場から離れたところからでは直接的な家庭の反応が分りづらく、フィードバッ

クの効果的な方法がとれなかったためである。学校現場で、考案した学習モデルに基づいた家庭への

フィードバック方法についても検討し、学習プログラム全体の完成をめざしたい。 

 ６
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レベル０：自己中心的役割取得（３～５才）

自分と他者の視点を区別することが難しい。

レベル１：主観的役割取得（６～７才）

自分と他者の視点を区別して理解するが，同時に関連づけることが難しい。

レベル２：二人称相応的役割取得（８～１１才）

他者の視点から自分の思考や行動について内省できる。また，他者もそうする
ことができることを理解する。外からみえる自分と自分だけが知る現実の自分
という２つが存在することを理解するようになる。

レベル３：三人称的役割取得（１２～１４才）

自分と他者の視点以外，第三者の視点をとることができるようになる。したが
って，自分と他者の視点や相互作用を第三者の立場から互いに調整し考慮でき
るようになる

レベル４：一般化された他者としての役割取得（１５～１８才）

多様な視点が存在する状況で自分自身の視点を理解する。人の心の無意識の世
界を理解し，主観的な視点をとらえるようになり 「言わなくても明らかな」，
といった深いところで共有される意味を認識する

の教材は、 における“安全教育”面とこ 中学生の「情報モラル」育成

。“ ” 、モラル教育 面のうち の側面を支“ ”モラル教育 援する教材です

情報社会でモラルを問われるいろいろな場面を「社会的な の役割取得能力

トレーニング向上」の観点を基に設定し、そのときの振る舞いや考え方を

します。この役割取得能力は、アメリカの心理学者セルマンが提唱した

のことです。この能力を育成す「 」相手の気持ちを推測し、理解する能力

れば、匿名性の高い情報ネットワークを利用する場面においても、情報ネ

ットワークの先にいる人の存在を意識した行動がとれるようになると考え

ました。

セルマンは役割取得能力を、幼年期から青年期まで発達に応じて５段階あると

しており、中学生はそのうちの「レベル３：三人称的役割取得」という段階に

あたるとしています。それは「自分と他者以外の第三者の視点をとることがで

きる」ようになり「自分と他者の視点や相互作用を第三者の立場から互いに調

整し考えることができる」ようになる時期なのです。

モラルな場面
と き

～社会的な役割取得によるインターネット活用「情報モラル」育成教材～
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モラルな場面
と き

～社会的な役割取得によるインターネット活用「情報モラル」育成教材～

材は、社会的な役割取得能力の発達段階より設定した を基に，教 観点

次の５つの「情報モラルが求められる場面」に分類しました。

①他者の立場で考えて行動する場面

②他者と自分の関係を考えて行動する場面

③役割を考えて行動する場面

④責任を自覚して行動する場面

⑤ものごとを多角的にとらえて行動する場面

観点と具体的な場面例 学習活動の流それぞれの場面には、おもな 、そして

れ モジュール ワークシートを用いた活を として示してあります。それらに

を学習指導略案と と用例 評価規準（モジュールを組み合わせて１時間の授業としたもの）

ともに教材として２例ずつ添付しました。

次ページに、ワークシート等の と、それを記述における観点別の評価規準
補足する授業中の を表にまとめて掲載してありますが、そ行動の評価規準

れぞれのワークシートには、具体化した評価規準として「予想される生徒

の反応」を記載しています。

学習の流れは、 のソーシャルスキルトレーニング

手法をおもに参考にしました。ソーシャルスキル

トレーニングは 「こんなときどうする 「こんな、 」

ときどう考える」といった、どう行動するかを

トレーニングするもので、教師や友人の言動を

（まね）したり、他者の考えと自分のモデリング

考えの照らし合わせ をすること（ ）シェアリング
等によって、トレーニング内容を自分のものにし

ていくものです。

目標を持ち、手順を守って 必ず効果が出るのが繰り返し実施すれば
トレーニングの良いところなのです。

モデリング

シェアリング
（ ）

活 動
（ロールプレイ等）

学習の振り返り
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モラルな場面
と き

～社会的な役割取得によるインターネット活用「情報モラル」育成教材～

価規準表評

【行動の評価基準】

【記述の評価基準】
観　　点

平均的

優れている

平均的

多角的なもの
の見方

他者理解
…共感性をふくむ

自己理解
…他者からの

フィードバックに
よるメタ的な認知

をふくむ

自己の役割や
立場の理解

責任の自覚

・責任より行動する自由を選択している記述

・様々に立場を変えて物事をとらえている記述
・いろんな可能性を冷静に考慮した記述

・立場が自分中心に偏っている記述
・自分の都合の良いように可能性を解釈した記述

優れている

平均的

優れている

平均的

優れている

平均的

優れている

・他者と自分の関係を考え判断している記述
・置かれている立場や役割を考えた記述

・自分と他者との関係が自分中心に偏っている記述
・役割と立場のどちらかが欠けた記述

・社会的な影響を考えた行動選択している記述
・行動には責任が付属していることを自覚している記述

・自分を他者の視点でとらえた記述
・他のメンバーの自分に対する発言から自分をとらえた記述

・理由を含めて他者の考えを理解するような記述
・他者の気持ちを代弁するような記述
・自分と他者の同じ点や相違点を明確に示している記述

評　　　　　価

・「たぶん○○○だと思う」といった単純な推測
・見たまま聞いたままの他者に対するの記述
・自分の考えが中心の記述

・自分を内側からしか見ていない記述
・他人から見た自分を拒絶するような記述

行　動
（表情や態度）

平均的

・発言者のほうをあまり向かない
・他人の意見を中心にまとめようとする
・自分を含めたメンバーの意見どうしを比べて
　調整するようなはたらきかけをしていない

・発言者のほうをあまり向かない
・他のメンバーの意見と自分の意見を較べた
　発言をしていない

直接参加
（発表者やグループリーダー）

周辺参加
（直接参加者以外）

優れている
・盛んに意見交換をしている
・発言者のほうを向いて頷く
・まとめた意見を自分のものとして発表している

・盛んに意見交換をしている
・発言者のほうを向いて頷く
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モラルな場面
と き

～社会的な役割取得によるインターネット活用「情報モラル」育成教材～

「情報モラル」をこの教材は、１年間や２年間といった長いスパンで
です。トレーニングするもの

で生徒の「社会的な役割取得能力」をはじめ「情報モラ１回の授業
ル」のモラル度を育成・判定するものではありません。

次のような“ を作成し，生徒の成長の過程を記録個人評価カルテ”
確認すると効果的な指導に結びつけることができます。

年 組・名前

他者 自己 役割や立 責任の 多角的なワークシート名
実施日

理解 理解 場の自覚 自覚 見方（題材名）

4／25 Ｂ Ｃ２人そろっての応募

5／24 Ｂ Ｃかっこいいお兄さん

6／30 Ｂ Ｃ使いすぎた携帯電話

7／16 Ｂ Ｂネットゲーム

10／ 5 Ａ Ｂ傷ついた心

11／15 Ｂ Ｂモデルになりませんか

／

／

／
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モラルな場面
と き

～社会的な役割取得によるインターネット活用「情報モラル」育成教材～

目 次

① 他者の立場で考えて行動する場面 …＞ 6 ー 13

② 他者と自分の関係を考えて行動する場面 …＞ 14 ー 21

③ 役割を考えて行動する場面 …＞ 22 ー 29

④ 責任を自覚して行動する場面 …＞ 30 ー 37

⑤ ものごとを多角的にとらえて行動する場面 …＞ 38 ー 45
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モジュール

おもな観点１．

他者理解 自己理解

．場面設定の具体例（活用例を参照）２

・インターネットでの懸賞応募 ・サイトの会員登録

・インターネットで知り合った友だち など

．学習の流れ３

Step① … ルールの確認とモデリング

Step② … ワークシートとシェアリング

Step③ … 活動（ ）ロールプレイやロールレタリング

必要に応じてモデリングやフィードバック→

Step④ … 学習の振り返り

具体的な学習の流れ

「他人の意見を否定したりからかったりしない」など１．ルールの周知 ←

．資料やワークシート課題文を読んで、指導者の経験や体験を２

からめながら、本時は具体的に何を学習するのかを示す

．他者の立場に立って考えワークシートに記入３

．となり同士やグループで意見や感想を交換する４

．グループで意見をまとめる５

．グループで発表の準備（練習）をする６

．教師の問いかけに答えるようなロールプレイや７

意見，感想の発表

→ 必要に応じて教師の経験や体験からのアドバイス

．教師や友だちの意見や発表の感想をワークシートに記入する８

．留意点４

◇ ビデオ撮影をする場合は、からかいにつながらないよう留意する

Step②

Step③

Step④

学
習
の
流
れ

ロールレタ
リングの場
合はシェア
リングを
Step③の
最後にする

Step①

① 他者の立場で考えて行動する場面
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① 他者の立場で考えて行動する場面

活用例

活用例 ①ー１

○教 科：技術・家庭科（技術分野）

○題材名：個人情報を大切にしよう

ワークシート「２人そろっての応募」

○本時の学習の目標：

・個人情報を大切にする

・他者理解を深める

・自己の責任を自覚した行動がとれる

Step①→②→③→②→③→④＞○展開：＜

学習項目 学習活動 指導上の留意点 備　考

本時の目標・本時の学習目標を知る

個人情報　・個人情報を大切にする ・実際に起こった事件を紹介

　について　ことの大切さを知る 　する

・教師の経験や生徒の経験を

　たずねる

情報モラル・ワークシートの題材文 ・場面設定をしっかり把握

　を読む 　させるための補足説明

・Q1を記入する ・他者理解

・班で意見を出し合う ・出た意見をからかわない ひとり1分

　などのルールの確認

・班で意見をまとめる 5分以内

・班で発表の練習をする ・練習が終わったあとに 3分以内

　代表を決める

・代表が発表する ・ロールプレイ

・適宜アドバイスを入れる

・Q2を記入する ・責任を自覚した行動

・班で意見を出し合う ・理由も含めて ひとり1分

・班で意見をまとめる 5分以内

・班で発表の練習をする ・練習が終わったあとに 3分以内

　代表を決める

・代表が発表する ・ロールプレイ

・適宜アドバイスを入れる

振り返り ・活動を振り返って本時の ・個人情報の大切さと

　まとめをする 　約束と責任について教示

まとめ ・ワークシートの<まとめ>を

　記入する

次時の予告・次時の予告 ・ワークシートを仕上げる
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① 他者の立場で考えて行動する場面
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① 他者の立場で考えて行動する場面

○ワークシート「２人そろっての応募」の評価規準（予想される生徒の反応）

評価 予想される生徒の反応
※

・いくら約束で今日が締め切りでも、だまって個人情報を発信するＱ１ Ａ
のはいけないから、明日きちんと説明して謝りなさい など(優秀)

・だまって個人情報を発信するのはいけないわＢ
・今から電話して直接香ちゃんから聞きなさい(普通)
・約束は守らなくちゃいけないから、明日、香ちゃんに名簿で見て

応募したって言っておきなさい など

・個人情報を勝手に発信しちゃいけないって気が付いて、香ちゃんＱ２ Ａ
のぶん応募するのあきらめちゃったの、約束破ってゴメン など(優秀)

・ゴメン、お母さんに個人情報を勝手に使って応募しちゃダメってＢ
（ ）(普通) 言われて香ちゃんのぶん応募できなかったの 他者のせいにする

・そうだね当たるといいね（応募していないのはバレない）
・応募できなかったの２人とも（自分だけ応募したのはバレない）

など

・ ○○○○○（理由）で～～～がわかった」のように理由や原因まとめ Ａ 「
を考えて書いているもの(優秀)

・他人の考えと自分の考えを対比させたうえで自分の考えを決定し
ているようなもの

・活動を通じての自分の変化を認識して書いているもの

・ ○○○○○がわかった」的なものＢ 「
・ ○○ちゃんの意見すごい」あるいは「～最悪」的なもの(普通) 「
・他人の意見を全く聞いていないもの

※ 評価Ｃは要支援生徒と見とれる生徒 「無記入」は授業態度での評価のみ，

「活動をまったくしない」は評価できない

○授業での行動（授業態度や表情）の評価規準

評価 直接参加 周辺参加
（発表者やグループリーダー） （直接参加者以外）

・メンバーの意見を引き出す努力 ・自分が発表するつもりで協力的Ａ
が見られる に意見を出している(優秀)

・他のメンバーの顔をよく見てう ・他のメンバーの顔をよく見てう
なづきながら聞いている なづきながら聞いている

・皆でまとめた意見を自分のもの
として発言している

・出た意見だけをまとめている ・自分の言う番のときは意見を言Ｂ
・発表しても自分の意見になって うが他のメンバーの意見は聞い(普通)

いない ていない
・発言者のほうをあまり見ない ・発言者のほうをあまり見ない
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① 他者の立場で考えて行動する場面

活用例 ①ー２

○教 科：技術・家庭科（技術分野）

○題材名：インターネットの闇の部分

ワークシート「かっこいいお兄さん」

○本時の学習の目標：

・インターネットの危険性の認識

・相手のことを考えることで自己理解を深める

・自分の立場と役割を考えた行動

Step①→②→③→②→③→④＞○展開：＜

学習項目 学習活動 指導上の留意点 備　考

本時の目標・本時の学習目標を知る

インター ・インターネットの闇の部分 ・実際に起こった事件を紹介

　ネットの　を知る 　する

闇の部分 ・教師の経験や生徒の経験を

　たずねる

情報モラル・ワークシートの題材文 ・場面設定をしっかり把握

　を読む 　させるための補足説明

・Q1を記入する ・自己理解

・班で意見を出し合う ・出た意見をからかわない ひとり1分

　などのルールの確認

・班で意見をまとめる ・代表を決める 5分以内

・代表が発表する

・適宜アドバイスを入れる

・Q2を記入する ・立場と役割を考えた行動

・班で意見を出し合う ・理由も含めて ひとり1分

・班で意見をまとめる 5分以内

・班で発表の練習をする ・練習が終わったあとに 3分以内

　代表を決める

・代表が発表する ・ロールプレイ

・適宜アドバイスを入れる

振り返り ・活動を振り返って本時の ・出会い系の危険と自分の

　まとめをする 　立場と役割の自覚の教示

まとめ ・ワークシートの<まとめ>を

　記入する

次時の予告・次時の予告 ・ワークシートを仕上げる
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① 他者の立場で考えて行動する場面
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① 他者の立場で考えて行動する場面

○ワークシート「かっこいいお兄さん」の評価規準（予想される生徒の反応）

評価 予想される生徒の反応
※

・うらやましい、ねたみのような気持ちがあったＱ１ Ａ
・自分だったら、実際に会ってみたくても勇気がないため、かわり(優秀)

に会ってもらって仮想体験したい など

・人ごとだからＢ
・久美子に会ってもらって実物を見てみたいから(普通)
・かっこいい人なので自分なら会うだろうと本気で思ったから

など（↑３番目は評価Ｃに近い）

・○○○○○だから（理由 、やめたほうがいいよＱ２ Ａ ）
・○○○○○なのに（理由 、あぶないよ など(優秀) ）

・ 単純に）やめたほうがいいよＢ （
・ 単純に）あぶないよ(普通) （
・一緒に行ってあげる など（←評価Ｃに近い）

・ ○○○○○（理由）で～～～がわかった」のように理由や原因まとめ Ａ 「
を考えて書いているもの(優秀)

・他人の考えと自分の考えを対比させたうえで自分の考えを決定し
ているようなもの

・活動を通じての自分の変化を認識して書いているもの

・ ○○○○○がわかった」的なものＢ 「
・ ○○ちゃんの意見すごい」あるいは「～最悪」的なもの(普通) 「
・他人の意見を全く聞いていないもの

※ 評価Ｃは要支援生徒と見とれる生徒 「無記入」は授業態度での評価のみ，

「活動をまったくしない」は評価できない

○授業での行動（授業態度や表情）の評価規準

評価 直接参加 周辺参加
（発表者やグループリーダー） （直接参加者以外）

・メンバーの意見を引き出す努力 ・自分が発表するつもりで協力的Ａ
が見られる に意見を出している(優秀)

・他のメンバーの顔をよく見てう ・他のメンバーの顔をよく見てう
なづきながら聞いている なづきながら聞いている

・皆でまとめた意見を自分のもの
として発言している

・出た意見だけをまとめている ・自分の言う番のときは意見を言Ｂ
・発表しても自分の意見になって うが他のメンバーの意見は聞い(普通)

いない ていない
・発言者のほうをあまり見ない ・発言者のほうをあまり見ない
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